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１． 研究科・専攻の概要・目的 

名古屋大学文学研究科人文学専攻は、学生数３１８

名（前期課程１３３名、後期課程１８５名）、教員数６

０名（教授３５名、准教授１８名、講師２名、助教５

名）（平成１９年５月１日現在）を擁し、創設以来中部

圏における基幹的な教育研究拠点として、人文学の諸

分野に優秀な人材を輩出してきた。とりわけ、平成１

４年度からは２１世紀ＣＯＥプログラム「統合テクス

ト科学の構築」の推進を通じて、また平成１９年度か

らはグローバルＣＯＥプログラム「テクスト布置の解

釈学的研究と教育」への取り組みによって、研究の目

覚ましい高度化と国際化を図りつつある。教育面では、

平成１７年度に研究科が養成する人材を「人文学的な

知の伝統に立脚することで現代社会の課題に立ち向か

う足腰の強い研究者」と位置づけ、博士後期課程にお

ける「特別研究」の必修化、国際的に活躍し本研究科

と交流実績のある研究者から構成される外部諮問機関

（アカデミック・アドヴァイジング・コミッティ（略

称ＡＡＣ））の設置準備など、この理念を実現するため

の具体的なシステム改善に着手してきた。さらに、平

成１９年度には、専攻の人材養成目的を「人文学にお

ける高度の専門性が求められる職業を担うための深い

学識および卓越した能力を持った研究者並びに高度専

門職業人を養成すること」と定め、「人文学フィールド

ワーカー養成プログラム」が本事業に採択されたこと

を契機とする従来の教育カリキュラムの抜本的な改革

に邁進している。 

  

 

２． 教育プログラムの概要と特色 

 「人文学フィールドワーカー養成プログラム」は、

研究科の履修プログラムに新機軸を打ち出すことで、

大学院教育の高度化を図ろうとする試みである。具体

的には、従来の学問領域（専門あるいは研究室）に基 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

づく履修コースの上に、フィールドワークという方法

をベースとする履修プログラムを新たに導入する。ま

た、大学院教育の実質化に責任をもつ組織として、副

研究科長一名を室長とする教育研究推進室を設置して

専任の事務補佐員を配置し、プログラムの円滑な実施

ばかりではなく、大学院教育の全般を支援する。さら

に、大学院教育の質を国際的な視座から保証するため

の機関として、人文学の諸分野で国際的に活躍する研

究者から構成される諮問機関（ＡＡＣ）を設置する。

写真１にＡＡＣの委員を交えて開催されたワークショ

ップの様子を示す。 

 

 
 

写真１ ＵＣバークリー校Ｇ・フェラーリ教授による

ワークショップ（右がＪ・マニング・ＡＡＣ委員） 

 

これらの改革によって実質化された大学院教育を通

じ、フィールドでの研究成果を国際的に発信すること

のできる能力を備えた若手研究者を養成するのが、こ

のプログラムの中心的なミッションである。 

 このプログラムでその養成をめざす「人文学フィー

ルドワーカー」とは、「人文学の固有の伝統によって培

われた研ぎ澄まされた知性を武器に、自らの身体によ
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って現場の知を体系化することのできる行動的な研究

者」のことである。いうまでもなく、フィールドワー

クとは、一般的には社会学や人類学の領域で築き上げ

られてきた方法論に基づく社会（野外）調査のことを

指している。しかし、このプログラムでは、フィール

ドワークの概念を拡張することによって、これまで知

られていなかった歴史の史料や公刊されていなかった

文学作品の草稿などを探し求め、それに研究の光をあ

てる一連の知的営為を広くフィールドワークとみなす

ことにより、フィールドでしか味わうことのできない

新鮮な発見の感動を大学院生の手の届くものとするこ

とを企図している。この目的のために、現場での調査

や史資料の収集行為の方法論を大学院の教育課程に位

置づけるとともに、大学院生による優れた実地調査プ

ロジェクトに対して公募により必要な経済的支援を行

うことをその骨子としている。 

このように、伝統的な学問領域を基礎とする教育プ

ログラムに対して、フィールドワークという方法論を

ベースとする教育プログラムを併置することは、とも

すれば蛸壷的な環境の中で学位論文指導を行いがちで

あった今までの閉塞的な教育状況を脱するためにも、

必要不可欠な改革であるといえよう。 

図１に、本プログラムにおける履修プロセスの概念

図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 履修プロセスの概念図 

 

 

３． 教育プログラムの実施状況と成果 

(1) 教育プログラムの実施状況と成果 

「人文学フィールドワーカー養成プログラム」の根

幹に位置づけられているのが、調査実習プロジェクト

である。調査実習とは、「人文学フィールドワーカー養

成プログラム」で履修する大学院生が、修士及び博士

の学位論文を執筆するにあたって不可欠な資料を収集

するために行うフィールドワークのことに他ならない。

このプログラムで履修する大学院生には、前期課程の

２年次に参加・トレーニング型のフィールドワークを

行う「フィールド調査実習Ａ」を、また後期課程の２

年次に企画立案・実施型のフィールドワークを行う「フ

ィールド調査実習Ｂ」を履修することが求められてい

る。そのため、当該の学生は、前期課程１年次、およ

び後期課程１年次の終りに、それぞれの計画する調査

実習プロジェクトの申請を行う。提出された申請書類

は、イニシアティブ担当者の合議によって審査され、

採択された課題には資金の実費が一定限度まで支給さ

れることになる。 

このようなシステムの流れをシミュレイトすると同

時に、大学院生の研究の実態に即してのフィールドワ

ークの概念を拡張するために、平成１８年度は、本研

究科における大学院在籍者全員を対象として国内外で

行うフィールドワークのモデル事業の公募を行った。

そして、８名の審査担当者による書面審査と合議を経

て採択を決定した。図２は、その書面審査の結果の一

部を示したものである。そして、採用された事業の実

施を支援するとともに、それぞれの成果について担当

者で協議した。採択にいたらなかったプロジェクトに

ついても、指導教員の助言のもとでそれぞれの研究課

題に適合的な調査研究プランを練り上げさせるため、

申請者を研究アシスタント（いわゆるＲＡ）として雇

用することにより、実質的な支援を行った。 

このシステムを考案する上で特に留意したのが、申

請書のフォーマットについてである。近年では人文系

の領域でも競争的資金の獲得が死活問題となっている

が、このような状況に対応していくためには、研究者

養成の初期段階から説得的なプロポーザルを書くため

の訓練を行うことが不可欠となってくる。そこで、募

集要項と申請書については、大学院の教育プログラム

で同様のシステムを導入している海外の研究教育機関

の例を比較検討した結果、ロンドン大学キングズ・カ

レッジの例がモデルとして最も適切であると判断され

たため、それに依拠する形で作成した。同時に、学生 
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図２ フィールドワークモデル事業の公募における書面審査（一部） 

 

 

 

写真２ 教育研究推進室のプレート 

 

 

が記入する欄、指導教員が記入する欄ともに、当該学生

が日本学術振興会特別研究員ＤＣなどに応募する際に活

用できることを考慮して設計した。なお、この申請書の

記載内容についての審査担当者からのコメントは、プロ

ジェクトの採否を問わず、審査結果通知書を通じて申請

者にフィードバックされる仕組みになっている。これは、

上述したように、将来の学界を担う研究者にとっては、

より説得力のある申請書を執筆する能力が必須であり、

その涵養もまたプログラムの重要な課題と考えられたた

めである。 

以上のようなフィールドワークのモデル事業と並行し

て、初年度には、さらにいくつかの取り組みを行った。

まず、フィールドワークの経験が豊富なオーストラリア

人の常勤助教授を任期付きで採用して、本プログラムの

科目を担当させると同時に、英語で論文を書く上での実

質的な支援体制を強化した。また、本プログラムの実施

にかかる事務体制の充実、研究科教員のＦＤ、大学院教

育に造詣の深い海外の研究者の招聘や海外の先進的な教

育取組の視察などをプロモートするために、文学研究科

棟の一室をプログラムの拠点となる教育研究推進室とし

て改装した（写真２）。 

この教育研究推進室において、本プログラムで履修す

る学生に対するきめ細かなサポートを行い、経費を適正

に管理・執行するため、専任の事務補佐員１名を常駐さ
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せることとした。さらに、部局全体でこのプログラムを

円滑に実行に移すために、教育研究推進室の内規を新た

に定め、研究科長のリーダーシップのもと、副研究科長

（室長）、ＧＰ責任者、学務委員長経験者らが室員となっ

て、関連規定を整備した。 

またＡＡＣには、部局内からの推薦に基づいて６名の

卓越した海外の研究者を選任した。 

 モデル事業の試行に加え、平成１８年度にはイニシ

アティブによって設置された教育研究推進室の主催事業

として、５回の教育研究推進室ワークショップを開催し

た。これは、国際的に著名な研究機関で大学院教育に携

わる研究者や、逆に国内外の大学院に学ぶことで優れた

研究業績をあげることに成功した若手研究者を講師とし

て招聘し、大学院教育の実質化に向けた情報を国際的な 

視野から収集するとともに、ディスカッションを通じて

文学研究科の教員が大学院教育のスキルを相互に高めあ

うことを目的として創始したものである。具体的な中身

としては、スタンフォード大学のJ・マニング准教授（Ａ

ＡＣ委員）による古典学の大学院教育に関する講演会や、

ミネソタ大学のＧ・フライ教授によるティーチング・ア

シスタントの効果的な活用法についての講演会を開催し

た他、大学院のカリキュラムにおいて共通科目が果たす

役割に関する教員相互の討議を行っている。このように、

大学院教育に関する海外の新鮮なトピックに耳を傾けた

り、教員スタッフや大学院生と意見交換を重ねたりとい

った機会は、これまでにはまったくと言ってよいほどな

かったものであり、ワークショップの継続的な開催とい

う形でこれを制度化することができたのは、本事業の大

きな成果と評することができるであろう。また、ワーク

ショップの記録については、この事業によって創刊され

た教育研究推進室の年報『メタプティヒアカ』に採録し、

他大学等にも広く情報を提供している。 

平成１９年度には、前年度のモデル事業を踏まえて調

査実習プロジェクトの公募を行い、８名の審査担当者に

よる書面審査と合議によって採択プロジェクトを決定し

た。教育研究推進室には引き続き事務補佐員を常駐させ、

学生のサポートや経費の適正な管理を行った。また、実

習プロジェクトと並行して、教育研究推進室主催のワー

クショップを計９回開催し、前年度と同様にその成果を

『メタプティヒアカ』第２号で公刊した。写真３に、ワ

ークショップの様子を、図３にワークショップ開催記録

を示す。 

 

 

 

写真３ 教育研究推進室主催ワークショップ 

 

 

 

 

図３ ワークショップ開催記録一覧 
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写真４ロンドン大学でのセミナー 

 

さらに、大学院生の自立的な研究の成果を国外におい

ても発信するべく、ロンドン大学東洋アフリカ研究所（Ｓ

ＯＡＳ）において、平成２０年３月１７日から１８日に 

かけて、『日本宗教のフィールドワーク』と題するセミナ

ーを開催した。写真４にその様子を示す。 

以上にその概略を述べてきたように、本プログラムの

事業内容は多岐にわたっているが、その具体的な成果は、

以下の三点にまとめることができる。 

第一に、２．教育プログラムの概要と特色で述べた

ような、フィールドワークという方法論をベースとする

教育プログラムを併置したことで、専門領域の壁を越え

た組織的な大学院教育の展開への道筋が示されたことで

ある。人文学では伝統的にディシプリンに基礎をおく教

育が行われてきているが、新たな研究領域を切り拓くこ

とのできる自立的な研究者を養成するためには、そのデ

ィシプリンの殻を破るための方法論をも身につけさせな

くてはならない。この点において、「人文学フィールドワ

ーカー養成プログラム」という突破口を確立したことが、

今後の大学院教育の高度化に大きく資するであろうこと

は疑いえないであろう。 

第二に、大学院生を対象として、参加・トレーニング

型（前期課程）及び企画立案型（後期課程）のフィール

ド調査実習プロジェクトを公募し、採択されたプロジェ

クトに対して必要な経済的援助を行ったことである。こ

れに関しては、平成１８年度には、モデル事業に対して

２６件の応募があり、うち１３件が採択された。その内

容は「エーゲ海における聖域研究の史料調査」（西洋史学）、

「北魏石窟寺院の図像読解のための資料研究」（美学美術

史学）、「ベルギー王立図書館蔵メーテルランク資料の調

査」（フランス文学）、「アフリカにおける「養取・養育」

慣行の現地調査」（文化人類学）、「室町・戦国期の儀礼秩

序に関わる文書の調査」（日本史学）、「縄文土偶の衣装表

現についての資料調査」（考古学）など、国内外を舞台と

する人文学の多様な学問領域にわたっている。 

平成１９年度には、２９件の応募のうちから２２件が

採択された。内容としては、「現代ラオスにおける伝統染

織」（文化人類学）、「古代エジプトのグラフィティをめぐ

る調査」（西洋史学）、「１９世紀フランス壁画研究」（美

学美術史）「グリム兄弟の収集した民間伝承の調査」（ド

イツ文学）、「京都の都市民俗と伝承世界」（比較人文学）、

「水力発電事業と名古屋地区産業の調査」（日本史学）な

どがあり、やはり国内外を舞台として多岐にわたる調査

実習が展開されたことが分かる。この新たな試みが大学

院生による自立した調査研究への大きなインセンティブ

となったことは、『メタプティヒアカ』１号及び２号所収

の当該プロジェクト報告が雄弁に物語っているとおりで

ある。写真５に大学院生のプロジェクト報告の一例を示

す。 

 

 

図６ 『メタプティヒアカ』に掲載された大学院生

によるプロジェクト報告の例  
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第三に、本事業によって設置された教育研究推進室が、

研究科長のリーダーシップのもとで大学院教育の実質化

を今後さらに推進していくための橋頭堡へと発展を遂げ

たことである。上述したように、二年間の助成期間を通

じて、教育研究推進室は、Ｇ・Ｗ・フライ（ミネソタ大

学）、河宇鳳（全北大学校）、Ｇ・Ｒ・Ｆ・フェラーリ（カ

リフォルニア大学バークリー校）らを招聘講師として人

文学の大学院教育に関する諸問題を国際的な視点から検

討するワークショップを開催した（写真６）。 

 

 

 

写真６ Ｇ・Ｗ・フライ教授（ミネソタ大学）による

ティーチング・アシスタントの効果的な活用法に

関するワークショップ 

 

平成１９年度の大学院設置基準の改正によって、大学

院では授業・研究指導の改善のための組織的な研究・研

修の推進が義務化されたが、本事業によって始められた

教育研究推進室ワークショップが期せずしてこれに応え

る実質を備えたものであることは、やはり『メタプティ

ヒアカ』所収の報告が示す通りである。 

 

(2) 社会への情報提供 

当該教育プログラムの内容、成果等に関しては、研究

科のウェブサイトに独立したページを設けて、随時公開

してきている（写真７）。また、事業の根幹をなす学生の

調査実習の記録、大学院教育の国際化と高度化に向けた

教員による海外研究拠点の視察記録（写真８）、及び教育

研究推進室が主催するワークショップについては、上述

したように同室の年報『メタプティヒアカ』に収録し、

公刊してきたところである（写真９）。 

 

 
 

写真７ 当該教育プログラムに関するウェブサイト 

 

 

 

写真８ 教員による海外研究拠点の視察記録 
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写真９ 『メタプティヒアカ』 

 

 

なお、この『メタプティヒアカ』は、人文学の教育研究

を行っている国内の約２００の大学・研究機関に送付し

ている。さらに、この成果について、より広く社会に情

報を提供するために、『メタプティヒアカ』の各記事をＰ

ＤＦファイルとしてホームページからダウンロードでき

るようにした。 

 

４． 将来展望と課題 

(1) 今後の課題と改善のための方策 

 本プログラムはまだその緒についたばかりであるが、

カリキュラムの改革やモデル事業の施行を通じて、将来

に向けて解決すべきさまざまな問題点が浮かび上がって

きた。具体的には、多様な学生を大学院前期課程に受け

入れるための導入教育・基礎教育の強化、前期課程を修

了した後に社会へ出て就職する学生のためのカリキュラ

ムの充実、後期課程に進学した学生が修業年限内で課程

博士論文を執筆できる指導体制の整備などが急務となっ

ている。このような諸問題の解決に向けて、現在、本研

究科では「人文学フィールドワーカー養成プログラム」

を発展させた「高度人文学ナレッジワーカーの組織的育

成」のためのプログラムを検討中である。また、本事業

を通じて確立されたアカデミック・アドヴァイジング・

コミッティなどを通じた大学院教育のさらなる高度化と

国際化のための気運を、より組織的かつ継続的に展開し

ていくことが今後の課題となろう。 

 

（2）平成２０年度以降の実施計画 

平成２０年度以降も、研究科マネジメント経費によっ

て「人文学フィールドワーカー養成プラグラム」を継続

して実施することが決定されており、既に平成２０年度

の調査実習プロジェクトの公募と審査が進められている。

教育研究推進室ワークショップの継続的な開催について

も同様であり、既に平成２０年５月１７日には、デュー

ク大学の G・ワイゼンフェルト准教授を講師とするデュ

ーク大学の博士課程教育に関するワークショップを開催

しているところである（写真１０）。 

 

 

 

写真１０ 平成２０年５月開催のワークショップのポ

スター 

 

なお、現在、大学院教育改革支援プログラムに、本事

業を発展させた「高度人文学ナレッジワーカーの組織的

育成」プログラムを申請中である。このプログラムでは、

本事業の成果を踏まえ、大学院生の国際的な研究発信能

力のさらなる強化策をも取り込みつつ（写真１１）、高度

専門職業人を目指す学生に対しても「人文学フィールド

ワーカー養成プログラム」で培ったノウハウによる支援

を展開する予定である。 

 

 

写真１１ ハロフスキー講師による「学術目的のため

の実用英語」ワークショップ 
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図４に、「高度人文学ナレッジワーカーの組織的育成」

プログラムにおける履修プロセスの概念図を示す。 

 

 

 

図４ 「高度人文学ナレッジワーカーの組織的育成」

プログラムにおける履修プロセス 
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「魅力ある大学院教育」イニシアティブ委員会における評価 

 

【総合評価】 

□  目的は十分に達成された 

■  目的はほぼ達成された 

□  目的はある程度達成された 

□  目的は十分には達成されていない 

 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

フィールドでの研究成果を国際的に発信できる能力を備えた若手研究者の養成を目的とし

て、フィールドワークという方法を軸とした教育の展開は、伝統的ディシプリンに基礎をおく

人文科学の分野に新たな視座を提供するものであり、目的・波及効果はともに高く評価される。

また、大学院学生の計画した優れた実地調査プロジェクトの公募と支援（人文学フィールドワ

ーカー・プロジェクト）におけるプロジェクトの合議による選定は大学院教育の実質化に貢献

したと評価される。 

情報提供は、ホームページで年報を公開するなど着実に実施されている。 

今後、本教育プログラムの実施・成果を踏まえた課題等の十分な検証を行い、多様な大学院

学生の受講を想定した指導体制の一層の充実等を図ることなどにより、自主的・恒常的な展開

を図ることが望まれる。 

 

 

（優れた点） 

・教育研究推進室を設置し、現場での調査・資料収集の方法論の徹底指導、人文学フィールド

ワーカー・プロジェクトなど、トレーニング型＋企画立案型の５年一貫コースを機能させた

点は高く評価できる。 

 

（改善を要する点） 

・本教育プログラムで培った教育方法等を、今後の高度専門人材の育成への取組として、今後

の自主的・恒常的な展開に活用する方策を検討することが望まれる。 

・多様な大学院学生の受入やキャリアパス、大学院学生が希望する研究分野に幅広く対応でき

る指導体制の構築などの課題への対応を、更に具体化することが必要である。 
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